
日時及び場所

日　時：令和６年９月２０日（金）午前１０時

 場　所：雲仙市役所　本庁舎別館３階　会議室

受賞者

令和６年度 雲仙市優秀工事表彰式

工　　事　　名

市道木場山領線改良工事

京泊（南串山）漁港中ノ場地区
　漁港整備事業ブロック製作工事（1工区）

山田地区排水路護岸整備工事

（敬称略）
施工業者名

柴﨑建設 株式会社

代表取締役　柴﨑 　優

株式会社 大建

代表取締役　川原 大次郎

株式会社 野崎組

代表取締役　野﨑 浩一

技術者名

主任技術者

川原 丈佳

主任技術者

川原 大輔

主任技術者

石田 修市

（後列左から） 川原 丈佳 様、 川原 大輔 様

（前列左から）柴﨑 様、金澤市長、川原 大次郎 様、野﨑 様



工　事　名　称 市道木場山領線改良工事
し ど う こ ば や ま り ょ う せ ん か い り ょ う こ う じ

施工業者
代表者名

技術者名
柴﨑建設 株式会社
代表取締役　柴﨑　優

　　主任技術者

　　　　　川原　丈佳

表　彰　理　由 施工、品質、安全管理、施工管理等において、創意工夫に努めた工事

工　事　概　要

　本工事は、国道57号と平行して千々石地区と小
浜地区を結ぶ幹線道路の新設工事です。
　工事は、山間部の立木伐採から始まる現場で、切
土後、地山を補強するためのルートパイルを打設
し、その上に補強土壁（テールアルメ）を設置、盛土
を実施しました。
　厳しい現場条件の中、徹底した品質・出来形管理
を行い、また、施工に伴う安全対策の工夫にも取組
み、事故なく工事を完成していただきました。

　工事延長：L=８８．４ｍ
　　・補強土壁工　　：L=88.4ｍ
　　・地山補強土工：L=254.5m

着工前 竣 工

竣 工竣 工



工　事　名　称
京
きょう

泊
とまり

（南串山
みなみくしやま

）漁港
ぎ ょ こ う

中
な か

ノ場
ば

地区
ち く

　漁港
ぎ ょ こ う

整備
せ い び

事業
じ ぎ ょ う

ブロック製作
せ い さ く

工事
こ う じ

（1工区
こ う く

）

施工業者
代表者名

技術者名
株式会社 大建

代表取締役　川原 大次郎

　　　主任技術者

　　　　　川原 大輔

表　彰　理　由
困難な施工条件(短期間の工事、施工条件、難易性等を考慮するもの
とする。)を克服した工事

工　事　概　要 　本工事は、直立消波ブロックなど様々な種類の現
場打コンクリートブロック25種類 計239個を製作
する工事です。
　狭小な製作ヤードの中で、入念な製作・転置計画
を策定した上で、工程を精査し、綿密な調整により、
４週８休を実施しつつ、事故なく工事を完成してい
ただきました。

　ブロック製作：N=239個
　　・直立消波標準ブロック製作：N=94個
　　・直立消波１/２ブロック製作：N=52個
　　・方塊ブロック製作：N=93個

着工前 直立消波ブロック

竣 工

方塊ブロック



工　事　名　称 山田
や ま だ

地区
ち く

排水路
は い す い ろ

護岸
ご が ん

整備
せ い び

工事
こ う じ

施工業者
代表者名

技術者名
株式会社 野崎組

代表取締役　野﨑 浩一

　　　主任技術者

　　　　　石田 修市

表　彰　理　由 施工計画、品質、出来形管理等の施工技術が特に優れている工事

工　事　概　要

　本工事は、吾妻町の山田地区にある排水路の、浸
食した護岸の改修及び管理用道路を整備する工事
です。
　施工にあたっては、現場の土質が堆積土（ガタ土）
であり、現場悪条件の中、地盤改良及び護岸のブ
ロックマット設置などの施工管理について、徹底し
た品質・出来形管理を行い、また、施工に伴う工夫
に取り組み、作業効率よく施工し、工事を完成して
いただきました。

　工事延長：L=464.2m
　　・ブロックマット工：A=746㎡

着工前 竣 工 竣 工


